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要　旨
　本稿は，カンボジアの土器作り村に関する，考古学的民族誌の関心に基づいてなされた調査成果に
ついてまとめたものである。対象地域は，カンボジア中部のコンポンチュナン州で，そこは古くから
土器作りで知られる地方である。現在でもいくつかの村で土器作りが行われているが，われわれはそ
の中の 1つであるアンドゥオン・ルッサイ村において集中的な調査をおこなった。この村では，叩き
技法による土鍋（チュナン）や壺（コーム）の製作など，いわゆる「伝統的」とされる土器作りがな
されているほか，ロクロを使った工芸品としての陶器や，ゾウなどを象ったフィギュア，チョンクラ
ンと呼ばれる火鉢作りも行われている。今回は，その中でもチュナンとコームの製作者に対する聞き
取り調査の成果に絞ることにする。
はじめに
　「この国では土器がまだ生きている」（Kojo・Marui2000）
　この言葉のとおり，カンボジアでは土器がまだ日常生活の中で使われている。筆者が，初めてそ
のような土器作り村を訪問したのは 2008年の 3月であった。場所は，カンボジア中部に位置する
コンポンチュナン州アンドゥオン・ルッサイ村である。その時に見た現代の土器作りの光景は，強
烈な印象となって脳裡に焼きついたのである。
　調査は 2008年 8月から開始した。それから 8年の歳月が流れ，途中で数回の中断を挟みながらも，
今日まで調査を継続している。そして，調査の成果については，概括的なレポートをまとめ（黒沢
2012），また調査によって得られた知見に基づく考古学的方法論の検討を行ってきた（黒沢 2013・
2015）。だが，そうした一連の研究を裏付ける土器製作者たちへのインタビューについては，これ
まで公表してこなかった。
　本稿は，調査者としての責を果たすべく，村での聞き取り調査の結果を整理し，報告するもので
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ある。それによって，筆者の立論の背景を示すことにすると同時に，土器作りに関する民族誌事例
の一つとして，この分野の研究に資することを期待したいと思う。
1．本調査の問題意識
（1）民族考古学と考古学的民族誌
　民族誌事例に基づいて考古学的に把握された現象を解釈する方法を，一般に民族考古学と呼ぶ。
しかし，従来の民族考古学な調査研究に対しては，「素朴な発展段階論を前提とした外見上のアナ
ロジー」に過ぎないという批判が強い（黒沢・後藤 2008）。
　そうした問題を乗り越えるための方法の 1つに，後藤明が説明した「考古学的民族誌」の方法が
ある（後藤 2007）。後藤は，考古学的民族誌を「現在の人びとを研究対象とし，彼らの生活におけ
る文化的プロセスを考古学的視点から記述・分析しようとするもの」であるとする。つまり，この
アプローチでは，考古学的な問題意識にしたがって，考古学者自身が現代を生きる人々の中でフィー
ルドワークをし，記述する，ということになる。本調査の方法も考古学的民族誌の方法・実践を試
みたものである。
（2）本調査における問題意識
　本調査における関心のあり様を示すならば，それは型式学的方法に対する民族誌的アプローチに
あるといえる。
　考古学において，最も重要かつ基礎的な概念の 1つが「型式」である。「型式」とは考古資料の
最小の分類単位であり，それに基づく「型式学」は，「型式」は漸移的に変化するという前提に立っ
て，「型式」間の関係性を，主として時間的に構成していく方法である。
　だが，型式相互の関係を示しただけでは，考古学の目的である人間社会の過去を再構成したこと
にはならない。考古資料から人間の社会を再構成するためには，考古資料と人間との関係が示され
る必要がある。つまり，端的に言えば，型式がどのような人間集団に対応しているのか
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が，問題化
され，検討されて来たのである。しかし，型式とは分類の単位であり，しかもそれは人為的分類以
外の何物でもない。だとすれば，一つの型式と認定される遺物群を特定の人間集団に結びつけるこ
とは，これもまた，外見的なアナロジーに過ぎない。
　一方，型式は変化を前提としているが，型式変化のメカニズムは必ずしも明らかにされてはいな
い。例えば小林達雄は，型式が変化を起す内的要因として①緊張の解消，②心理としてのあきっぽ
さ，③よりよきかたちへの指向を挙げ，また，外的要因としては「製作者が己の作品以外の作者に
よる異なるかたちとの接触から生じるもの」とする（小林 1983）。だが，このような心理的要因に
よる説明では一般論に過ぎず，説明する意味がない。
　本調査の目的は，考古資料の解釈から過去の人間行動に関するモデルを民族誌事例に基づいて構
築していくことにある。
（3）調査の方法と課題
　本調査においては，上述のような問題意識に基づいて，以下の点に留意しながら，土器製作者に
対する聞き取りを調査の中心とした。
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　①ライフヒストリー：氏名，年齢，土器製作の開始年齢，指導者，家族構成等
　②形態と技術：器種，製作技術，焼成技術，形の決定，道具の種類と名称等
　③土器の経済と流通：土器の卸値，販売形態，収入源等
　本調査を実施するにあたっては，「南山大学『人を対象とする研究』倫理審査」に申請し，南山
大学研究審査委員会による承認を受けている。そして，聞き取りに際しては，「人を対象とする研究」
倫理ガイドラインに従い，本人の同意を得て行っている。
　聞き取りは，筆者らが英語で質問し，それをカンボジア人の学生や通訳がカンボジア語に訳して
伝え，質問の回答についてはその逆の方向で伝えられた。そのため，一部に不正確な部分や，細か
い質問のニュアンスが伝えられなかったところもある。
　また，カンボジア語の表記については，実際の音になるべく近いカタカナ表記としている。地名
については，wikipediaの“Kampong Chhanang Province”というサイトでの表記にしたがった 1）。
したがって，以前に採っていた表記を今回改めたところがある。
2．カンボジアにおける土器作りの概要
　本節では調査地および製作技術について述べるが，これらについてはすでに別稿で詳述している
ので（黒沢 2012・2013），ここでは概観するにとどめたい。
（1）調査地の概要
①調査地（第 1図・第 2図）
　コンポンチュナン州は，カンボジア中部に位置し，トンレサップ湖の南西にある。州の東側には
トンレサップ湖から南流するサープ川がある。コンポンチュナンとは，「土鍋の港」という意味で
あり，古くから土器作りの盛んな土地として知られていた。
　カンボジアでは，現在土器を作っている村が複数存在し，コンポンチュナン州だけでも，アンドゥ
第 1図　調査地
第 2図　コンポンチュナンの土器づくり村
カンボジアにおける土器作り村の調査46
オン・ルッサイ村，バンチコール村，トラペアン・スバウ村，オウカムナップ村，クレイ村などの
諸村での土器製作を確認している。そのなかで，筆者らが主たる調査地としているのがアンドゥオ
ン・ルッサイ村である。
　この村の人口は 1,559人，男女の内訳は男性 753人，女性 806人とされている。家の軒数は 328
軒だが，世帯数は 378世帯 2）あり，そのうちの 85％が土器作りに従事していて 3），製作は季節を
問わず 1年中行われている。
　アンドゥオン・ルッサイ村に限らず，カンボジアの土器製作者の多くは女性である。われわれが
聞き取りをした中で，1人だけ男性の製作者がいたが，彼が作っていたのは，型作りによるフィギュ
アであった 4）。
②アンドゥオン・ルッサイ村の焼き物
　この村で作られている焼き物は，チュナンと呼ばれる土鍋，コームと呼ばれる壺が主流である。
これに加えて，日本の七輪に似たチョンクラン，ロクロで作る工芸品の陶器や，ゾウ・ブタ・ニワ
トリなどを象ったフィギュア等も作られているが，今回はチュナン，コーム（第 3図・第 4図）の
製作者のみを取り上げる。
　チュナンは主に煮炊きに使う鍋で，蓋がセットになる。調理以外では，仏教の儀式や，薬草を煎
じるのにも用いるという。チュナンには製作地ごとの差異があるが，アンドゥオン・ルッサイ村の
ものは肩に段を作り出すという独特な器形をしており，他の製作地のものとは容易に区別がつく。
文様は基本的にはなく，あったとしても肩部に櫛歯状工具による直線文，列点文，波状文を入れる
程度の単純なものである。
　また，これまで知られていなかったことの 1つに，チャプという，チュナンにのみ適用されるサ
イズの等級がある。チャプは 1～ 3まであり，一番大きいものがチャプ・モイ（モイは 1）であり，
チャプ・ピー（ピーは 2），チャプ・バイ（バイは 3）と順に小さくなる。大きさの目安としては，チャ
プ・モイで口径 30cm，胴部最大径 27cm，高さ 30cm程度，チャプ・ピーで口径 22cm，胴部最大
径 32cm，高さ 26cm程度，チャプ・バイで口径 20cm，胴部最大径 27cm，高さ 21cm程度である。
　さらにこれらの等級は，値段の違いに反映される。その目安は，チャプ・モイが 3000リエル（0.75
ドル，以下リエルは Rとする），チャプ・ピーが 2500 R（0.625ドル），チャプ・バイが 1300 R（0.325
ドル）5）くらいだが，ばらつきが大きい。なお，2014年 8月の聞き取りでは，チャプ・モイよりも
大きいサイズをクレアと呼ぶということ，さらに 2015年 8月の聞き取りではチャプ・バイの下に
さらにポオン・チャプ・バイ（チャップ・バイの弟）とコーン・チュナン（子供のチュナン）とい
う等級があることを知った。
　コームは形態的にはチュナンとほぼ同じだが，
チュナンに比べて頸部が絞まり，口縁部径が小さい
（第 4図右）。水差しなどとも言われる。コームには
チュナンと違ってレィックという別な等級があるら
しいが詳細はわからない。大・小の区別はしている
ようだ。
（2）先行研究について
　東南アジアにおける土器作りの民族誌は多く，カ
ンボジアに関するものも少なくはない。そうした中 第 3図　アンドゥオン・ルッサイ村のチュナン
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で，アンドゥオン・ルッサイ村を取り上げられている文献もいくつかある。
　これらの先行研究を，筆者の調査所見と比較検討し，さらにカンボジア国内の他村のみならず，
東南アジア諸地域の土器作り村の状況と比較することは ,研究上必須のことであるが，今回は紙幅
の都合で全て割愛した。別稿を期したい。
（3）技術的特徴
　技術的特徴についてもすでに紹介しているので（黒沢 2012・2013），ここでは概略にとどめるが，
最近の調査所見も一部まじえて述べることにする。
　①粘土採掘
　チュナン，コームに使う粘土は，全て村の北部にあるクラン・デイ・メア山で採られる。粘土採
掘は夫や息子などに掘ってもらうこともあるが，土器製作者が自分で掘ることもある。最近では，
他の人に金を払って採掘を頼んだり，あるいは他の人が掘った粘土を購入したりするケースが増え
ている。
　②素地土作り
　素地土は，粘土に砂（スカー）を混ぜて作る。砂はどこのものでもよく，道路脇の側溝の砂を使
うこともある。山から採ってきた粘土は，水につけて寝かしておくものと，乾燥させてフルイにか
けて使うものとがあり，両者を混ぜて使う。混ぜるときの比率は適当で，粘土の硬さの感触で決める。
　③成形・整形・施文
　すでに述べたように，この村で作られる土器にはチュナンとコームの 2種類があるが，製作技術
はほぼ同じなので，ここでは一括して扱う。
　この村での土器成形は，土器を回すのではなく，製作者がトゥバルと呼ばれるヤシの木の幹を切っ
て作った台（第 6図 1）の上にのせて土器の周囲を回りながらなされる 6）。
　成形は，大きく 5段階に分かれている（第 5図）。最初の段階では，円筒状の原形を作る。これ
は粘土を円柱状にし，手で中の粘土を掻きだして円筒形にする。続けて口縁部が作出される。口縁
部の作り方は，叩き板で肩部となる部分を叩いて頸部の屈曲を作り，布を円筒の上端部に当てて指
で押さえながら，製作者が後ろ向きに回って作るものである。この工程が終わると，乾燥させる。
　3番目の段階は，胴部の膨らみを叩きによって作りだす工程である。利き手に叩き板を持ち，も
う一方の手に当て具をもって内側に入れ，叩き板と当て具で挟むようにして叩く。製作者は，前向
きにも後向きにも進む。この工程が終了したとき，まだ底部は開いたままの状態である。文様を施
文する場合は胴部の成形が終わった段階で行ない，それが済むとトゥバルから切り離す。切り離し
方は叩き板で斜めに叩いて切る。この後，再び乾燥させる。
第 4図　チュナン（左）とコーム（右）
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第 5図　チュナン，コームの製作工程（黒沢 2013より）
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　最終の段階は，底部を塞ぐ工程である。このときはトゥバルには置かず，製作者が地面に足を伸
ばして座り，土器を抱えるようにして底部を叩き出す。最初は当て具を底部側から入れているが，
底部側の穴が小さくなってきたところで，今度は口縁部側から当て具を入れ，完全に底部を閉じる。
　以上で，成形は完了するが，この間，器面調整はほとんど行わない。アンドゥオン・ルッサイ村
の土器の場合，肩部にチュロンと呼ばれる段を形成するが，それは製作者が後ろ向きに回りながら
叩き板の小口部でナデて作り出すものである。
　完全に成形が終わったところで，土器の外面全体を叩き板や布でナデることが多い。そのため，
口縁部から肩部までのナデの痕跡以外，成形痕は全く見られなくなる。ただし，内面はほとんど手
を加えないので，当て具痕の凹凸が残っている。
第 6図　土器製作具（すべて縮尺不同，黒沢によるスケッチを基に作成）
１：土器製作台（トゥバル Tbal）
２～ 4：叩き板（スラッコー Sleak 
Kor）
5・6：当て具（クルン Kleng）
7・8：装飾用叩き板（チュンリェ
イ・オー・クバッ Chnleay Or 
Kbat）
9～ 11：櫛歯状施文具（チューサッ
ク Chuusak）
12・13：ヘラ状工具（クノーダッ
Knat Daek、もしくはダッ・クノー
Daek Knot、あるいはチューダッ
Chuudaek）
14：棒状工具（チュクノット
Chuuknot）
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　④焼成
　焼成は野焼きで行う。ルッサイと呼ばれる篠竹や細めの木の枝を格子状に敷き詰めて床を作りだ
し，その上に口縁部を下にして土器をのせる。土器は高さ 50～ 60cmくらいまでは積み上げられる。
点火は火の回りを偏らせないように，土器を積んでいる途中で点火する。土器を積み終わると火勢
も強くなってきているので，上に乾燥したワラを被せていく。いわゆる覆い型野焼きである。
　1回の焼成では，少なくて 100個程度，多い場合は 600～ 700個焼く。そのため，燃料のワラを
どんどん投入していくので，火力が非常に強くなっていくが，焼成時間は長くても 4時間程度であ
る。土器の温度が下がったら取り出して並べる。
　⑤道具の名称（第 6図）
　道具の名称は，土器作りの中では変化しない要素であると言ってよい。仮に製作者によって道具
名称が違っていたとすれば，それは土器製作技術の系譜の違いである可能性が高いということにな
る。しかし，アンドゥオン・ルッサイ村の中では，道具名称に異同は見られなかった。道具名称は
第 6図のとおりである。
（4）販売
　完成した土器は，仲買人に卸す。土器製作者が直接売りに行くことはほとんどない。
　土器を買い付けた仲買人は，それを行商人に卸し，行商人が牛車もしくはバイクに荷車を付けて
売りに行く。行商人たちは 2週間～ 4週間ほどかけて，各地の市場にある得意先の小売店をまわる。
筆者の市場調査でも，南はコンポート州，東はコンポントム州・コンポンチャム州で確認できてい
る。チョンクランに関しては，遠くプレアヴィヒア州からも買い付けに来ていた。
　実は 2013年頃から，牛車ではなく，バイクなど動力付きの車で土器を売りに出ている場面をよ
く目にするようになった。こうなると予測として，ガソリン代が上乗せされて土器の値段が上がる
のではないかと考え，その点を行商人に聞いてみると，確かに土器の値段が上がるという話しをし
ていた。しかし，2015年 8月に聞いたところ，バイク等を使って狭い範囲を効率的に回るようになっ
たので，値段は上がっていないという。むしろ，製作者が減ってきていたり，製作にかかわる単価
が上がってきたりしているので，それによって土器の値段が上がる可能性があるという。そしても
う一つ付け加えるならば，バイク等を使うことによって，製作者から買い付けた仲買人が直接小売
店への販売をするケースが増えてきたことがある。これによって，従来の製作者―仲買人―行商人
―小売店という流通関係（黒沢 2012）が，部分的ではあるが，崩れてきているようである。
3．アンドゥオン・ルッサイ村における土器製作者の語り
　先にも述べたように，これまで筆者は調査所見に基づいた研究をいくつか発表してきたが，その
裏付けとなるデータについては公表していなかった。そこで，本章では土器製作者に対するインタ
ビューの記録を紹介する。筆者らの調査では，工芸品としての陶器の製作者やフィギュアの製作者
へのインタビューデータも得ているが，今回はチュナン，コームの製作者への聞き取りに限ること
にする。
　また，今回報告するのは 2008年から 2012年までの調査成果である。というのも，2012年以前
と 2013年以降とでは，例えば，工場で働く人の増加や，行商人がバイクに荷台を付けて土器を売
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りに行くことが増えてきたことで製作と販売のシステムが変わりつつあるなど，村の内外で変化が
生じ始めているからである。
　聞き取りの主な目的は，土器の形，デザインの生成過程とその変化のメカニズムを探ることにあ
り，そのために技術の継承と習得の過程について，特に焦点を当てている。もちろん，製作者たち
の語りは，それにとどまらない豊かなものであるが，今回はそれら一つ一つには踏み込まない。
　なお，氏名はイニシャルで表記している。年齢はインタビュー当時のものである。
（1）2008 年 8月（雨季）
① SEさん
　年齢は 30歳。15歳のときに母親の指導によって土器作りを始めたという。実は，彼女はロクロ
成形もできるが，母親から習ったのは叩き技法によるチュナン，コームの製作であった（第 7図）。
ロクロは，後になって王立芸術大学（Royal University of Fine Arts　通称 RUFA）の先生から習った。
現在は，ロクロで作った工芸品製作をしている。また，日本の益子で 2週間の研修をうけたことが
あり，そのときには主に装飾について学んだという 7）。2007年 6月には，アメリカで開かれた展
示会にも行っており，土器製作者としての技量レベルは高いと言ってよい。
　経済活動としての土器作りについてみると，土器は仲買人の注文によって製作し，それを仲買
人が買い取るというシステムである。SEさんによれば，土器製作者として一人前かどうかは，仲
買人から一人前であると認められるかどうか次第と言うことである。通常の卸値は，小型の壺で
4000R（1ドル），大型のもので 15000 R（3.75ドル）である。製作個数は 1日に 20～ 30個だという。
　土器の焼成は，Ceramic Development Center Onduong Rosseyの横にある窯を使って行う。今の
ところ，土器作りを誰にも教えてはいない。いずれ姪に教えたいが，まだ小さいので，学校を出て
から教えるという。9月にはフランスから 5人ほどが，土器作りを習いに来るらしい。
　彼女は土器作りと農業を兼業しており，その両方から収入があるようだ。ただし，年収及び両方
の比率については聞かなかった。
② COさん
　COさんは SEさんの母親である。インタビューしたときは 71歳であった。足が痛いので，今は
土器作りをしていない。土器作りは 15歳で始めた。習ったのは自分の母親からであるという。本
人と彼女の夫，そして彼女の母親もアンドゥ
オン・ルッサイ村の出身である。もちろん，
娘の SEさんもそうである。これまでに多く
の人に土器作りを教えたが，村外に出て行っ
た人はいない。現在，この村では 200世帯以
上で土器を作っているという。
　COさんが土器作りを始めた頃と，現在と
の大きな違いは，ロクロを使い始めたことだ
という。逆に言えば，COさんが土器作りを
始めた 56年前の 1952年頃にはロクロはこの
村にはなかったことになる 8）。
③ Aさん
　58歳。家の高床の下でコームを作ってい 第 7図　SEさん製作の土器
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た。夫は 20年前に亡くなり，子供もおらず，全くの独り身である。
　Aさんが土器作りをはじめたのは 14，5歳の頃である。教えてくれたのは母親と祖母，そして姉
だという。みんなコンポンチュナン州の出身というが，アンドゥオン・ルッサイ村かどうかは聞き
そびれた。
　彼女が使っている粘土は，SEさんの使っていた黄色味かかったものとは違い，灰色がかってい
たので，入手先を聞くとクラン・デイ・メア山であるという。この山は，村の北にある山で，アン
ドゥオン・ルッサイ村の粘土採掘場である。SEさんはプレイ・クマエという市場で買って来ると言っ
ていたから，この村では 2種類の粘土が使われていることになる。Aさんも SEさんも混和材は使っ
ていなかった。
　Aさんは小型のコームを専門に作っているようで，その卸値は 1個 200 R（0.5ドル）である。大
型のものも作れるが，高いので作らないという 9）。
　土器の焼成は，自分の家の庭先で，野焼きするという。1回の焼成で 200個ほど焼く。庭には，
焼成の準備として，方形に下草を刈ったエリアが設けられ，その周囲には燃料材が用意されていた。
（2）2009 年 3月（乾季）
④MBさん
　土器の焼成準備をしている家があったので，話を聞きに行く。この家の土器製作者はMBさん。
63歳。土器作りは 14歳で始めた。土器作りを教えてくれたのは祖母だといい，祖母以外から習っ
たことはないと言っていた。出身はアンドゥオン・ルッサイ村で，夫の出身地も同じである。今は，
娘に教えているところだという。
　1日の製作個数は 25個くらいで，調子が良ければ 30個作ることもある。粘土は徒歩もしくは牛
車を使って，自分でクラン・デイ・メア山に採りに行くという。MBさんと娘さんが山まで歩いて
行って粘土を掘り，夫があとから牛車で来て掘った粘土を運ぶ。
　土器の販売方法は，Ceramic Development Center（以下，CDCとする）に持っていき，そこに
仲買人が来て買い付けていくという。土器の卸値は，大きさに関わりなく 1個 500 Rであるという
から，500個売って 250000 R，ドルにして 62.5ドルになる。仲買人以外に直接売ることはほとん
どないが，たまに通りすがりで見かけた人が買っていくこともあるという。その場合は，家にストッ
クしてある分を売る。
　販売に関する質問は，実は「あなたの作った土器はどこに行けば買えるのか？」というものであっ
たが，それに対して上述のような答えだったのである。このことから，どうやらMBさんは自分
の土器がどこで売られているかは知らないらしいことがうかがえる。他の製作者へのインタビュー
からも，仲買人が来る村は知っていても，その名前は知らないというケースが多かった。彼女も仲
買人の名前すら知らない可能性がある。このように，土器の販売システムの中では，製作者―仲買
人／行商人―小売店の関係は，相互に不干渉なものであると推測される。
⑤ COさん（2回目）
　SEさんが不在だったので，母親の COさんに再度話を聞く。
　前回の話とは違い，土器作りを教えたのは SEさんだけだという。半年前まで現役で土器を作っ
ていたが，足の痛みがひどくなってからは土器を作っていない。足の痛みが取れたら復帰したいと
言っていた。
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　COさんは，かつて王立芸術大学で習っていたこともあるらしいが，彼女はロクロを使えないの
で，何を習っていたかはわからない。なお，COさんは 2012年の 5月に亡くなった。
　COさんと話をしていると，近所の 2人の女の子が土器を持ってきた。彼女らがもってきたのは
ミニチュアの工芸品の壺で，1個 150 R（約 0.04ドル）である。5時間ほどの作業でおよそ 200個
作るという。
⑥ YMさん
　42歳。土器作りを始めたのは 7歳の時で，習ったのは母親からである。母親以外から習ったこ
とはない。彼女の母親はその母親（YMさんから見れば祖母）から習った。母親は現在 84歳で元
気だという。
　YMさんはこの村で生まれた。この村ではいつ頃から土器を作っているのか尋ねると，「ずっと
昔からだろう」という。確かに母親が 84歳で，母親がその母から習っているとすれば，100年く
らいは土器製作が継続していることになる。現在，土器作りを人に教えてはいない。7歳になる娘
は小さい土器なら作れるが，大きい土器の作り方はもう少し大きくなってから教えるという。
　ところで，アンドゥオン・ルッサイ村では，チュナンやコームの形態が，非常に定型化している
ように見える。その形がどのように決められているのかと聞くと，それは仲買人からの注文によっ
て決まるという。チュナンの形は水を溜めるのに便利だし，機能的にも多機能なので，大変良いと
言っていた。
　次に技術的な質問をする。YMさんはなぜロクロを使わないのかと聞くと，ロクロの訓練を受け
ていないからだという答えである。SEさんたちとの間の世代差を感じさせる。
　粘土はクラン・デイ・メア山で採る。今は夫が足をケガしているので，人に頼んで掘ってもらっ
ている。掘るのは男性が多いが，女性が掘ることもある。掘りに行って，牛車かバイクの荷台に積
んで持ち帰るが，代金は牛車 1台で 13000～ 15000 R（3.25～ 3.75ドル）である。粘土を掘る権利
は村の誰にでもあるが，それは山裾に限定されているというのは，そこが村の共有地になっている
からであろう。
　1日に作れる土器の数は，中型のチュナンならばふつう 20個で，乾季で乾燥している時には 25
個作れる時もある。少ないときでも 15個は作っており，量的にはMBさんと変わらない。MBさ
んも中型のチュナンを製作しているが，熟練した製作者になると，製作時間と個数がほぼ一定になっ
てくるようだ。
　他の人と土器製作に関す情報を交換することがあるかと聞くと，主に形の作り方や装飾について
話すことがあるという。また，作り始めの頃に比べて上手になっているとも言っていた。具体的に
は口縁部の仕上りで，作り始めの頃は口縁が楕円になってしまうなどしていたが，今は正円に作る
ことができる。
　焼成のための燃料は，10歳になる息子が山に採りに行ってくれる。午前中は学校に行き，昼に帰っ
てくると，午後は山に行ってくれるという。
　土器作りは YMさんにとって主な収入源の一つであるが，彼女は水田も持っており，そういう
意味では収入源が二つあることになる 10）。土器の販売方法には 2通りあるという。一つは自分で
コンポンチュナンの市場に持っていくというもので，決まったお店があるという。もう一つは仲買
人が買い付けに来るというやり方である。この点，MBさんの売り方とは違っている。
　土器製作具は，種類としては多くないが，同じ道具をいくつか持っている。例えば，叩き板（スラッ
コー，第 6図 2～ 4）はいくつもあり，整形用と器面の平滑化用とで使い分けているように見えるが，
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叩き板そのものは大きく変わるところはない。手の馴染み方など，製作者にしかわからない微妙な
違いがあるのかもしれない。その叩き板は，現在は木製だが，昔は竹製のものが主流だったらしい。
当て具（クルン，第 6図 5・6）は，現在ではセメント製のものが多いが，昔は土製であったという。
　庭先に昨日焼いたという土器が積まれていた。数えると，その数は 580個であった。
⑦ TTさん
　65歳。TTさんはこの村の出身で，夫もこの村の人である。土器を作り始めたのは 14歳のときで，
母親に教えてもらった。彼女の母親は，その母親（TTさんから見て祖母）に習った。母親以外か
ら教わったことはない。また，弟子もおらず，嫁の KNさん以外に教えたことはない。
　作るのは，叩き技法によるチュナン，コーム（第 8図）で，ロクロは使っていない。
　粘土は，夫がクラン・デイ・メア山に採りに行く。夫が忙しいときには人に頼むこともある。牛
車で行って，それに粘土を積んで帰ってくる。TTさんは牛車を持っていないでの，1回分の粘土
の代金は 10000 R（2.5ドル）だが，牛車を借りて 12000 R（3ドル）になる。この量の粘土で，大
型のチュナンならば 60個，小さいものならば 200個作れるという。
　仲買人は毎日村に来るが，各家を回るので，毎日買い取っていくわけではない。ちなみに仲買人
の名前を聞くと，トゥオル・クロ・ランというところの人らしい。TTさんの土器はこのトゥオル・
クロ・ランというところでしか買えないという。また，バンチコール村からも買い付けに来るが，
来るのは毎回同じ人である。
　TTさんが作る土器は大型のチュナンが多いが，1個当たりの値段は 15000 R（3.75ドル）である。
1日の製作個数は，大きいものだと 1日に 7～ 8個，小さいものでも 10個くらいだという。主な
収入は土器作りで得ているが，水田も持っている。
　仲間と土器の話をするが，それが自分の土器作りに影響することはないという。
⑧ KNさん
　32歳。TTさんの息子の嫁である。彼女は早くに母親を亡くし，14歳から TTさんのもとで土器
作りを習い始めたという。
　彼女の土器作りは，義母のやり方と全く同じである。やや大げさに言えば，寸分違わぬ作り方を
していると言ってもよい。特に，細部に注目すると，頸部の屈曲部外面に粘土紐を 1枚補強して指
で押捺していく動作などは，指使いのクセま
で同じである。本人は装飾などの点では自
分なりの工夫をしているとはいうが，それが
上手くいっているかどうかはわからないとい
う。また，1個の土器を作るときに，義母と
分担して作ることはしない。だから，自分が
作った土器の売り上げは，自分自身の収入に
なる。彼女はこの仕事が気に入っているとい
う。この仕事をしていれば，家にいて育児や
家事をすることができるからである。仲間と
土器の話はするが，それによって彼女の土器
作りが変わることはない。
　TTさん，KNさんはじめ，熟練の製作者
たちの使っている叩き板を見ると，ほとんど 第 8図　TTさん製作の土器
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の板に円形の凹みが生じている。これは言うまでもなく当て具の痕跡であり，熟練の製作者たちは，
意識しなくとも叩き板と当て具との位置関係を一定に保って作っていることがうかがえる。現在当
て具には，木製のものとセメント製のものがあるが，木の方が軽くて使いやすいという。いずれも
当て具の作業面（土器に当てる面）は漆やアスファルトで黒く塗ってあるが，その理由はわからない。
　それにしても，TTさん―KNさんの間に技法の差がほとんどないことは，土器が変化する契機が，
母―娘間の技術伝承のプロセスでは生じていないことを示唆している。一方で，土器の製作技術は
母系で継承されていくが，他の母―娘関係との間に技術的交流がないとすれば，この村の土器の形
態的および技術的な共通性に対する説明が課題になってくるだろう。
（3）2010 年 8月（雨季）
⑨ SSさん
　62歳。CO（②⑤）さんの妹で，土器作りを始めたのは 18歳のときである。教えてくれたのは
COさんだという 10）。母はこの村の出身ではなく，アンドゥオン・ルッサイ村から 5kmほど離れ
たポン・ラという村の出身であるという。父はアンドゥオン・ルッサイ村の出身というから，珍し
く夫方居住である。ただし，COさんは 2008年のインタビューでは，母もアンドゥオン・ルッサ
イ村の出身だと言っていたので話が喰い違っている。
　家にはロクロがあったが，SSさん自身はロクロを使えない。2人の娘のうち，妹の方が日本の
技術援助によってロクロを習った。姉は叩き技法でチュナン，コームを作っている。姉の方には，
彼女が 13歳のときに土器作りを教え始めた。今でもこの家で土器を作っている。SSさんと上の娘
はこの村の出身で，上の娘の夫も同じである。孫は女の子が 2人，男の子が 1人いる。女の子はま
だ 5歳だが，将来土器作りを教えたいという。
　製作は仲買人からの注文が入ってから行うが，その注文は CDCを通じてなされるという。1日
の製作個数は，チュナン，コームの大きいもの，もしくは中型のもので 1日 10個だという。売り
値は大型のチュナンで 1500 R（0.375ドル），中型のチュナンで 600 R（0.15ドル）である。仲買人
はプノンペンの人で，いつも同じ人が来るという。
⑩ HTさん
　現在の年齢は聞いていないが，12歳のときに母親の指導で土器作りを始めた。母親もその母親
（HTさんの祖母）から習った。母親そして本人もこの村の出身である。姉妹が 4人おり，全員こ
の村で土器を作っている。子供は娘 3人と息子が 1人で，娘たちには土器作りを教えるつもりだと
いう。
　土器の形や装飾は，母親から習った通りで変えていない。仲間と土器製作の話は毎日のようにし
ており，話題は主として装飾についてだという。そうしたときに話したことを取り入れることもあ
るようだが，形そのものは変わらない。
　土器の焼成は，1回に 500～ 600個焼く。焼いた土器は仲買人が買い付けていく。小さいもので
400 R（0.1ドル），大きいもので 2000 R（0.5ドル）である。仲買人はプレイ・クマエやバンチコー
ル村から来るほか，クサン村からも来るという。クサン村についてはコンポンチュナン州のクムの
一覧 10）にはその名称がない。
　焼成時の失敗率は非常に低い。本人によれば，乾季の陽の良い時で数個だというが，雨季でも
500～ 600個焼いて失敗は 5～ 10個程度であるから，失敗率は 0.8～ 2％程度である。これは驚く
べき焼成技術である。
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　なお，HTさんはロクロを使わない。日本人グループの研修があったが，本人はこれに参加して
いない。
⑪ HMさん
　HMさん，42歳。われわれが家を訪問したときには，自宅の庭で 300～ 400個ほどの土器を焼
いていた。燃料のワラが十分に乾燥しきっていないせいか，煙がすごい。
　焼成が終わった後で，土器の取り出しを手伝おうとするが，土器の温度が下がりきっていないの
で少し待つことにし，その間に話を聞いた。
　HMさんは 10歳から，母親に習って土器作りを始めた。出身はアンドゥオン・ルッサイ村で，
母も夫も同じである。土器作りのメリットは，毎日家で仕事ができ，生活に適合していることだと
いう。収入は 1カ月もしくは半月で 200000 R（50ドル）ほどになる。
　友人と土器作りの話はするが，それは粘土の配合の仕方などで，焼成時の破損を防ぐために応用
するという。この会話によって土器の形が変わることはない。
　娘 2人が土器を作っていた。姉は 15歳，妹は 14歳である。2人とも 10歳のときから，母親で
ある HMさんに習って土器を作り始めた。小さい頃から母親が土器を作るのを見ていたという。
土器作りは楽しく，将来も作り続けたいという。
（4）2011 年 8月（雨季）
⑫ KSさん
　年齢は 43歳。12歳のときから土器作りを始めた。習ったのは母親からである。本人，母親，そ
して夫もこの村の出身である。家族構成は息子が 2人で，娘はいない。長男は 20歳だが，現在高
校に通っている。次男は 13歳である。息子たちが結婚して，もし女の子が生まれたら土器作りを
教えるという。その場合，その子たちは祖母から土器作りを習うことになる 11）。
　KSさんは 1日に 10個の土器を作る。作る器種はコームとチュナン，そしてコムローという蓋
である。土器は基本的に無文だが，装飾もときどき入れることがある。しかし，それによって何
か違いが生じるわけではなく，値段も変わらない。小さいコームの場合，1日で 20～ 25個作ると
いうから，10個というのは中型もしくは大型のチュナンということになる。作業時間は午前中が
6時～ 11時，午後が 13時～ 18時である。
　仲買人への卸値は，大型のチュナン（蓋付）と大型のコームが 1700 R（0.425ドル），小型のチュ
ナン（蓋付）が 1400～ 1500 R（0.35ドル～ 0.375ドル）である。仲買人はいつも同じ人で，バンチコー
ル村もしくはコンポンチュナンの市場から来るという。
　粘土はクラン・デイ・メア山で採る。採ってくるのは夫の PPさんで，彼は焼成用の燃料（木）を採っ
て来たりもするが，それ以外，土器作りには関与することはない。彼の本業はコメを作ったり，パー
ム・シュガーを作ったりすることである。だが，水田は家から遠く，そこでとれたコメは自家消費
用である。生活にはそれで十分だと言っていた。
⑬ KVさん
　KVさんは 20歳である。土器作りを始めた年齢は聞いていない。母親が他村の出身で土器は作
らないため，土器作りはオバ（叔母か伯母かは不明）から習った。父親がこの村の出身だというか
ら，夫方居住であり，オバは父の姉か妹にあたることになる。
　1日の製作個数は 25個である。作業時間は 6時～ 21時までの 15時間で，間に 2時間の昼休み
をとる。昼休みをとるとはいえ，実働 13時間である。彼女が作るのはコームのみで，1個 500 R（0.125
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ドル）で仲買人に卸す。仲買人は付近の村（村名は聞いていない）か，バンチコール村から来る。
いつも同じ人が来るわけではなく，最初に来た人に売る。値段は誰が来ても同じである。
　粘土はクラン・デイ・メア山に自分で採りに行く。また焼成は 1回で 400～ 500個焼く。
⑭ KEさん
　年齢は 51歳。土器作りは母親から習い，10歳から始めた。本人，父母，そして夫と家族全員が
この村の出身である。娘だけでなく，孫娘も土器を作るという。ただし，孫娘たちは現在練習中と
のこと。
　KEさんは大型のチュナンを 1日に 10個製作する。コームも作ることができる。作業時間は午
前が 7時～ 10時，午後が 16時～ 17時あるいは 18時だという。他の製作者に比べ，作業時間が短
いことから，検証が必要であろう。
　娘の SAさんは現在 28歳で，母親から土器作りを習った。今はチュナンを 1日に 15個製作する。
夫はトゥリア村の出身である。
　粘土はクラン・デイ・メア山から採ってくる。自分で掘りに行くが，夫も採りに行くことがある。
ただし，夫は土器作りに関しては，粘土採掘以外に関与していない。
　焼成は 1回に大小合わせて 300個焼くという。土器の値段は，大型のチュナンで 1500 R（0.375
ドル），中型のチュナンで 1200 R（0.3ドル）である。この値段で仲買人が買い付けていく。仲買
人はドンムライ・ソーという村から来る人で，いつも同じ人である。
　家では水田も所有しており，夫が耕作している。
⑮ CTさん
　年齢は 30歳。18歳で母親に習って土器作りを始めた。土器製作者としては土器作りの開始年齢
が遅いが，それは学校に行っていたためだという。彼女の両親および夫もアンドゥオン・ルッサイ
村の出身である。兄弟は本人を除いて 7人おり，男の兄弟が 5人，妹が 2人である。妹 2人は土器
を作らない。土器作りの家でも，土器を作らないという選択肢はあるようだ。CTさん自身には子
供が 2人おり，娘 1人，息子 1人である。娘は今 5歳なので，学校を出たら土器作りを教えるとい
う 12）。土器作りのメリットは何かと聞くと，家で仕事ができるからだという。
　CTさんが作るのは大型のコームで，1日に土器を 9個作る。製作個数が少ないのは，土器が大
きいからだという。作業時間は午前が 5時～ 11時，午後が 14時～ 17時で，9時間労働というこ
とになる。土器は 200個作ったら焼くという。
　粘土はクラン・デイ・メア山から採ってくる。自分で採りに行くようだが，村の人に頼むことも
ある。そのときの購入価格は聞かなかった。
　土器は仲買人に卸すが，卸値は大型のコームで 1個 3000 R（0.75ドル）だから，卸値としてはけっ
こう高い。この値段については再確認が必要であろう。仲買人はいつも同じ人が来るが，どこから
来るのかは聞けなかった。コームのみ作っているのは仲買人からのオーダーである。
　家では水田ももっており，夫婦でコメを作っている。また，夫はパーム・シュガーも作っている。
⑯MCさん
　年齢は 48歳。10歳で母親に習って土器作りを始めた。本人，父母，夫の家族全員がアンドゥオン・
ルッサイ村の出身である。娘が 3人いて，そのうちの 2人が土器を作る。一番下の娘は 9歳なので，
現在練習中である。
　MCさんの作る土器はコームとチュナンの両方で，中型のコームならば 1日に 20個，大型のチュ
ナンで 1日に 15個作る。作業時間は午前が 7時～ 11時もしくは 12時，午後が 13時～ 17時で，
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実働 8時間くらいである。時には夜も作るというが，それは仲買人が来るというときで，仲買人か
ら買い付けの日について連絡があるのかもしれない。
　1回の焼成で 600個から 700個焼くが，大型のチュナンの場合には 300個焼くという。
　粘土はクラン・デイ・メア山から採って来るが，普段は夫が採りに行く。夫が行かないときには
購入することもある。
　土器の卸値は中型のコーム，チュナンで 1個 600 R（0.15ドル），大型のチュナンで 1個 1000 R（0.25
ドル）である。仲買人は同じ人が来る。オーカムナップ村やバンチコール村のほか，ドンムライ・ソー
村などからも来る。MCさんの作る土器は基本的に無文であるが，それは仲買人のオーダーであり，
どのような土器を作るかについては仲買人の影響が大きいことがわかる。
　家には水田があり，夫婦と娘とで耕作している。夫はそれ以外にパーム・シュガーを作っている。
⑰ KSNさん
　72歳。15歳で土器作りを始めた。土器作りを教えてくれたのは母親である。本人・父・母，そ
して夫と，家族全員がアンドゥオン・ルッサイ村の出身である。子供は娘 3人，息子 3人で，娘た
ちは 3人とも土器を作れるという。娘たちには KSNさん自身が教えた。ただし，もう高齢なので，
土器作りはやめるという。
　KSNさんが作る土器はチュナンとコームの両方で，仲買人の注文によって作る種類が決まる。1
日の製作個数は 10個で，作業時間は午前が 6時～ 10時，午後が 13時～ 17時の 8時間である。
　粘土はクラン・デイ・メア山のものを購入する。箕 10杯分で 5000 R（1.25ドル）である。焼成
は自宅の裏で，1回に 80～ 100個焼く。土器の仲買人への卸値は，コーム 1個 1200 R（0.3ドル）
である。仲買人はクレイ村やバンチコール村から来る。
⑱ PCさん
　45歳。母親から習って，10歳で土器作りを始めた。母親は CCさんといい，85歳である。聞き
取りをした日には手捏ねで蓋を作っていた。PCさんの家族は，夫も含めて全員がアンドゥオン・ルッ
サイ村の出身である。PCさんには息子が 3人いるが，娘はいない。
　土器は 1日に 15個作る。作業時間は，午前中が 4時～ 11時，午後が 13時～ 18時で，実働 12
時間となる。作っている土器はチュナンであるが，それはチュナン・チャプ・バイであると言って
いた。本人はコームも作ることができるが，コームを作るかどうかは仲買人の注文次第だという。
実はチュナンよりもコームの方が作りやすいらしい。その理由は，チュナンには蓋が必要だからだ
そうである。
　粘土はクラン・デイ・メア山のものを買う。牛車 1台で 5000 R（1.25ドル）である。焼成は 1
回に 200～ 300個焼く。
　土器の卸値は，チュナン・チャプ・バイで 1個 1000 R（0.25ドル）である。仲買人はいつも同じ人で，
バンチコール村やクレイ村から来る。
⑲ SCさん
　38歳。土器作りは 14歳から始めた。教えてくれたのは母親である。SCさん本人と両親はこの
村の出身だが，夫はプレイ・クマエの出身である。今はコンポンチュナンの町の建設現場で働いて
いる。娘が 2人おり，将来は土器作りを教えたいという。
　土器は 1日に 15個作る。作れるのはコームとチュナンの両方である。作業時間は午前が 4時～
11時，午後が 14時～ 17時の 10時間である。
　粘土はクラン・デイ・メア山のものを購入する。値段は箕 15杯分で 5000 R（1.25ドル）である。
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子供が生まれる前は自分で掘りに行っていた。1回の焼成個数は季節によって変動があり，雨季だ
と 100個，乾季だと 300個焼く。
　土器の卸値はチュナン 1個 1000 R（0.25ドル）である。仲買人はバンチコール村から来るが，
アンドゥオン・ルッサイ村にもいるという。来るのはいつも同じ人である。
　生業としては水田耕作もしている。
⑳ TTCさん
　64歳。15歳で，母親から手ほどきを受け，土器作りを始めた。本人と両親，夫ともにアンドゥオン・
ルッサイ村の出身である。息子は 4人いるが，娘はいない。
　作る土器はチュナンとコームの両方で，1日の製作個数は 6～ 7個。作業時間は午前が 4時～ 10
時，午後が 13時～ 18時の 11時間である。
　粘土はクラン・デイ・メア山のものを，牛車 1台分 15000 R（3.75ドル）で購入する。この分量で，
100～ 120個の土器が作れるという。1回の焼成では 70個ほど焼く。土器の値段は，チュナン 1個
1100 R（0.275ドル）で仲買人に卸す。仲買人はいつも同じ人で，バンチコール村から来る。自分
で売りに行くことはない。
㉑ PSさん
　39歳。土器作りを始めたのは 10歳の時で，母親から教えてもらった。夫まで含む家族全員がア
ンドゥオン・ルッサイ村の出身である。娘 2人と息子 2人がいるが，娘はまだ小さいため，大きく
なってから土器作りを教えるという。
　PSさんはコームとチュナンの両方を作ることができる。1日の製作個数は 10～ 20個である。
作業時間は午前が 7時～ 11時，午後が 13時～ 18時の 9時間である。
　粘土はクラン・デイ・メア山のものを使うが，自分では採りに行かず，購入する。値段は箕 15
杯で 5000 R（1.25ドル）である。この分量で，100個の土器が作れるという。焼成は 1回に 100～
200個を焼く。
　チュナンは 1個 1000 R（0.25ドル）で仲買人に買い取ってもらう。仲買人はいつも同じ人で，
バンチコール村やトゥオル・クララン村 13）から来るという。水田ももっているが，土器は 1年中作っ
ているという。夫はパーム・シュガーも作っている。
㉒ CSさん
　47歳。土器を作り始めたのは 15歳のときで，母親から習った。夫を含む家族全員がこの村の出
身である。3人の息子と 2人の娘がいる。2人の娘にはコームとチュナンの作り方を教えたが，今
は工芸品の陶器を作っている。
　土器は大型のコームを作っており，1日に 5個製作する。チュナンも作れるが，どちらを作るか
は仲買人の注文次第である。作業時間は午前が 4時～ 11時もしくは 12時，午後が 13時～ 19時で，
13時間ないし 14時間の労働時間である。
　粘土はクラン・デイ・メア山のものを購入する。値段は 20ガロン（約 3.3㎥）で 24000 R（6ドル）。
この分量で，150個の土器が作れる。1回の焼成では，大型のコームの場合で，150～ 300個ほど焼く。
　仲買人はいつも同じ人が来るが，どこから来るかは知らない。買い取り価格は聞かなかった。家
では水田をもっており，夫が耕作している。
㉓ CMさん
　78歳。土器作りは 15歳で母親から習い，始めた。現在は娘が 3人，息子が 1人いる。娘たちのうち，
2人は土器を作ることができるが，1人は工芸品の陶器製作をしており，チュナン，コームを作る
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のは 1人である。
　CMさんが作るのは小型のコームで，1日の製作個数は 5個。作業時間は午前が 5時～ 11時，
午後が 13時～ 17時の 10時間である。作業時間の割りに製作個数が少なく，個数に疑問が残る。
　粘土はクラン・デイ・メア山のものを，箕 15杯分で 5000 R（1.25ドル）で購入する。1回の焼成で，
コームとチュナンを 100個程度焼く。
　仲買人はバンチコール村やクサン，チェイ・バックなどから来るが，いつも同じ人である。コー
ム 1個 500 R（0.125ドル）で買い取っていくという。
（5）2012 年 8月（雨季）
㉔ CHさん
　57歳。夫と祖母も含め，家族全員がアンドゥオン・ルッサイ村の出身である。息子 7人と娘が 1
人いたが，息子 2人は亡くなっている。娘は現在 21歳で，チュナンやコームも作るが，今は工芸
品の陶器を作っている。
　土器作りを始めたのは 10歳の時で，母親から作り方を習った。作るのはチュナンとコームだけで，
それ以外の工芸品の陶器などは作らないし，作れないという。作っている土器も，母親から習った
ものを変えていないし，祖母も同じスタイルの土器を作っていた。この形が作り続けられているの
は，仲買人がこの形を注文するからである。仲買人からの注文には，コームかチュナンかだけでは
なく，大小のサイズも含まれる。また，装飾をせず無文に仕上げるのも仲買人のオーダーだからで
あるが，その理由は，無文のほうが値段が安いからだという。仲買人はバンチコール村と CDCか
ら来る。卸値は大型のチュナン 1個で 1400 R（0.35ドル）である。1日の製作個数は 9～ 10個で，
作業時間は午前が 7時～ 11時，午後が 13時～ 17時の 8時間である。
　粘土はクラン・デイ・メア山のものを夫が掘りに行くが，夫が採りに行かないときには買うこと
もある。買う場合は 10袋（多くの製作者が使っているセメント袋であろう）で 5000 R（1.25ドル）
である。また，1回の焼成では 150～ 200個ほどの土器を庭先で焼く。燃料となる竹は 1束 3000 R
（0.75ドル）で購入する。
　家には水田もあり，土器作りの合間に耕作をする。ただし，コメは自家消費用で，現金収入は土
器によって得ている。
㉕ PSPさんと PSKさん
　2009年 3月に聞き取りをしたMBさんの家で，娘の PSPさんと PSKさんに話を聞いた。
　PSPさんは 27歳。土器作りを始めたのは 15歳のときで，母から習った。1日の作業時間は，午
前が 6時から 11時，午後が 14時から 15時あるいは 16時くらいまでの 7～ 8時間である。作って
いるのはチュナンとコームで（第 9図），母親のMBさんのものとよく似ている。PSPさん本人に
言わせれば，母親の作ったものの方が上手だという。上述の作業時間で 10～ 20個製作する。
　彼女の作る土器には，肩部に波状文が入るという特徴がある。これは，この家で土器を作ってい
るのが母と自分と妹なので，3人で作った土器が混ざらないように文様を入れて区別しているのだ
という。文様を入れることについて，仲買人は特に何も言わない。文様を入れる施文具は母が作っ
てくれたものである。
　粘土はクラン・デイ・メア山のもので，自分で掘りに行くが，雨季には買うこともあるという。
なぜ雨季に買うことがあるのかその理由は不明だが，推測するならば，雨季には土器作りのほかに
水田耕作の仕事もあるので，粘土を掘りに行く時間がないのかもしれない。粘土を買う場合，セメ
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ント袋 5袋で 5000 R（1.25ドル）だが，4袋で
この額になることもあるという。
　仲買人はバンチコール村から来る人だけであ
る。大型のチュナンで 1個 1400 R（0.35ドル），
小型のコームで 1個 800 R（0.2ドル）である。
　妹の PSKさんは 17歳。母に教えてもらって，
15歳で土器作りを始めた。経験年数はまだ 2
年の新人である。われわれが取材したときには
蓋を作っていたが，普段はチュナンやコームを
作っている。蓋は姉も作る。1日に作れる蓋の
数は 100個ほどである。彼女は学校に通ってい
たが，お金を稼ぐために学校をやめてしまった。
　この家では水田でコメも作っているが，これ
は自家消費用である。現金収入は土器によって得ている。
㉖ CSBさん
　年齢は 40歳。土器作りは母親から習い，12歳の時から始めた。父母ともにこの村の出身だが，
母はもう土器作りをやめてしまった。
　1日の作業は午前 5時から午後 5時までで，昼の休みを除いて実働 10時間くらいであろう。コー
ムとチュナンを 1日に 10～ 20個作る。またチュナンの蓋も作っている。
　土器の形について聞くと，土器の形は母親が作っていたものと同じだが，その形を作るかどうか
は仲買人のオーダー次第である。違う形のものも作ってはみたいが，仲買人が買ってくれないので
作らないという。工芸品の陶器は作らない。
　粘土は，クラン・デイ・メア山のもので，山の近くに住むいとこの女性が掘って来てくれるとい
う。買う場合には，牛車 2台で 10000 R（2.5ドル）である。
　仲買人はバンチコール村から来る人だけで，卸値は中型のチュナンで 1400 R（0.35ドル），小型
のもので 800 R（0.2ドル）である。小型のものがチュナンなのかコームなのかはわからない。1回
の焼成で焼く個数は 150～ 200個ほどである。焼成に使う燃料の竹は 1束 4000 R（1ドル），小さ
い束だと 3500 R（0.875ドル）である。
　水田もあるが，コメは自家消費用で，現金収入は土器に依っている。CSBさんからはポル・ポ
ト時代のことが聞けた。ポル・ポト時代には，サ・ローという村に強制移住させられて，農業に従
事していたのだという。
㉗ SSさん
　65歳。14歳で母親から習って土器作りを始めた。父母と夫もこの村の出身である。
　娘がおり，土器作りを教えたが，現在は市場で働いていて，土器は作っていない。しかし，孫娘
は作っているので，ここで母親―本人―娘―孫娘という 4世代間での技術継承があったことが確認
できる。土器の形について聞くと，形は変わっていないという 16）。
　1日の作業は午前 4時から始め，18時まで続け，中型のチュナンを 20個作る。
　粘土はクラン・デイ・メア山のもので，孫娘とその夫が採りに行くが買うこともある。買う場合
には 5袋で 5000 R（1.25ドル）である。
　焼成は 1回で 200～ 300個焼く。燃料の竹は 1束 400 R（0.1ドル）である 17）。
第 9図　PSPさん製作の土器
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　仲買人はバンチコール村，クサーン村，そして CDCから来る。卸値は中型のチュナンで 1500 R
（0.375ドル），小型のチュナンで 500 R（0.125ドル）である 18）。
　彼女は工芸品の陶器は作らない。その理由は，自分のところには窯がないし，遠くまで持って行っ
て焼かなければならないからであるという。チュナンやコームなら，自分の家でも焼くことができ
るのである。この家は水田も持っており，作ったコメは時々売ることもあるが，基本的には自家消
費用である。現金収入は専ら土器に依っている。
　SSさんからもポル・ポト時代の話が聞けた。㉖の CSBさん同様，サ・ロー村に強制移住させられ，
農業をやっていたという。この間に，5人の子供のうち女の子 2人と，夫を亡くしている。この時
代には，土器を作っておらず，ポル・ポト政権崩壊後に村に戻って再開した。
㉘ VSさん
　51歳。母の手ほどきで，10歳から土器作りを始めた。習ったのは母親からだけである。母はア
ンドゥオン・ルッサイ村の出身だが，父はトラペアン・チャイという村の出身である。また，彼女
には 2人の娘がいるが，土器を作るのは 1人である。
　作るのはチュナンとコームであるが，母―本人―娘の世代間で，土器の形は変わっていない。こ
の形を作るのは仲買人の注文だからである。なぜこの形ができたのかはわからないが，VSさんが
母親から習ったのはこの形なのだという。
　1日の作業は，午前 4時から午後 7時までで，この時間で小型のコームなら 1日 30個作る。粘
土はクラン・デイ・メア山のもので，自分で掘りに行くが，村の人に頼むこともある。買う場合に
は 4袋で 5000 R（1.25ドル）である。
　焼成は 1回で 400～ 500個焼くというが，300個くらいの時もあるという。焼成は庭先でおこない，
燃料の竹の束は 1束 4000 R（1ドル）である。
　仲買人はコンポンチュナンのプサー・ルー（上市場）から来る人だけである。小型のコームで
5000 R（これは 1500 Rの誤りかもしれない）である。
　この家では水田ももっていて，できたコメを売ることもあるが，基本的には自家消費用である。
現金収入は土器に依っている。
㉙MDさん
　75歳。土器作りは母親から習い，15歳の時に始めた。夫も含め，家族全員がこの村の出身である。
4人の娘と孫娘が土器を作っている。つまり，母親―本人―娘―孫娘の 4世代で土器を作っている
ことになるが，世代間で土器の形は変わっていないという。また，他の形を作ろうとは思っていない。
　作るのはチュナン，コームだけで，1日に大型のチュナン 19）を 7～ 10個作る。作業時間は午前
7時から午後 5時までである。
　粘土はクラン・デイ・メア山のものを使う。粘土は息子が掘りに行くが，村人に頼むこともあ
る。その場合は 5袋で 5000 R（1.25ドル）である。1回の焼成では 200個焼く。燃料の竹の束は 1
束 3000 R（0.75ドル）である。
　仲買人はバンチコール村と CDCから来る。大型のチュナンを 1個 1400 R（0.35ドル）で売る。
水田も持っているが収穫量が少ないので，コメは全て自家消費用である。現金収入は土器によって
得ている。
㉚ CSNさん
　MDさんの孫娘で，18歳。土器作りを教えたのは母親で，MDさんではない。15歳で土器作り
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を始めた。作るのはチュナンとコームだけで，母親の作る土器と同じである。大型品で 1日 15個，
小型品で 20個作る。違う土器も作ってみたいと言っていた。
㉛ JLさん
　62歳。母親から土器作りの手ほどきを受け，17歳から作り始めた。母親以外から土器作りを習っ
たことはない。両親，夫ともにこの村の出身である。娘にも土器作りを教えたが，今は病気をして
いてやめている。作っている土器は母親の土器と同じ作り方で，同じ装飾もする。この作り方しか
しらないし，同じ形を作り続けるという。1日の作業時間は午前が 7時から昼食時間まで，午後が
14時から 17時である。この時間で 1日に 7～ 8個作る。年を取って体力がなくなったので，作る
量が減ったのだという。
　粘土はクラン・デイ・メア山のものを使うが，村の人に頼んで採って来てもらう。箕 10杯分を
5000 R（1.25ドル）で買う。この量で 50個分作れるというが，どのサイズのものかは不明である。
焼成は 1回に 100～ 130個程度焼く。燃料の竹は購入したものである。焼成の頻度は，乾季には月
に 1回，雨季には 2～ 4カ月に 1回程度である。
　仲買人はバンチコール村とチレイ・バというところから来る。大型のチュナンで 1300 R（0.325
ドル），小型のコームで 700 R（0.175ドル）である。
32 PNさん
　41歳。土器作りは母親から習い，10歳で始めた。両親，夫ともにこの村の出身である。娘が2人おり，
2人とも土器作りを練習している。姉のほうは 15歳で，始めてから 5年。妹の方は 11歳で，今年
始めたばかりである。土器の形は母親のものと同じで，変えていない。仲買人がこの形をオーダー
するが，注文次第で多少の変化をつけることもある。
　1日の作業時間は6時から17時で，コームもしくは大型のチュナンであれば10個程度，小型のコー
ムならば 40個作る。これは 2人の娘も手伝う。粘土はクラン・デイ・メア山のものを使う。自分
で掘りに行くことが多いが，村の人に頼むこともある。その場合は箕 10杯分で 5000 R（1.25ドル）
である。この山の粘土はとても良いという。
　1回の焼成では，大小取り混ぜて 300～ 400個ほど焼く。この数は，PNさん 1人で作った数で
はなく，4人で作った数だという。燃料の竹は 1束 5000 R（1.25ドル）で買うが，自分で作ったも
のだけを焼くときには，夫といっしょに採りに行くという。
　仲買人はクサーン村，バンチコール村，トゥオル・クロラン村から来る。高く買ってくれるのは
バンチコールの仲買人である。土器の卸値は，チュナンおよび大型のコームが 3000 R（0.75ドル），
小型のコームが 500 R（0.125ドル）である。チュナンおよび大型のコームは，バンチコールの仲
買人なら 3500 R（0.875ドル）で買ってくれる。
　水田はもっているが，コメは自家消費用で，土器で現金収入を得ている。
4．アンドゥオン・ルッサイ村の土器作り
（1）技術の継承
　土器製作者たちの語りで明らかなことは，ほとんどの製作者たちが，土器作りを母親から習って
いることである。この技術継承関係は母と娘とを一つの単位として捉えることができるので，これ
を母―娘間継承と呼んでおく 20）。この関係は世代を超えて確認でき，われわれがインタビューし
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た製作者に教えた母親自身も，その母から土器作りを習っている。われわれの調査では最大で 4世
代にわたる技術継承が確認できているから，ポル・ポト時代をはさんで，土器製作が継続している
ことになる。だが，土器の形態や装飾は，不確実な要素は孕むものの，その世代間で変化が生じて
はいないようだ。これについては後述するが，技術継承という観点から触れておきたい。
　母―娘間継承では，通常 10歳から 15歳くらいの間で土器作りを教え始める。つまり，物心がつ
いて，母親の仕事が分かってくる年頃からしばらく間をおいた時期に，土器製作技術の伝授が始ま
る。筆者は当初，この「しばらくの間」が重要なファクターになっているのではないか，と予想し
ていた。つまり，女の子の場合，母親の周囲にいることが多いため，意識的か無意識的かは別にし
て，母親の動作を間近に見ているうちに，自然にその動作が娘にコピーされることによって，母親
と娘との間で指使いまで同じになるのではないか，と考えていたのである。
　だが，聞き取りをしていくうちに，そればかりではなく，2014年の聞き取りでは，母親が娘に
非常に厳しく仕込むケースがあることを知った。それは，母親の性格にもよるし，丁寧に教えられ
るケースももちろんあるが，重要なことは，仲買人が買い取ってくれるレベルの製品が作れるかど
うか，ということである。SEさん（①）が「土器製作者として一人前かどうかは，仲買人から一
人前であると認められるかどうかにかかっている」と話していたのは，そういう意味なのである。
（2）形態の定型化
　（1）で明らかになった事実からいえば，土器の形が変化していない（ように見える）のは，母―
娘間継承によって技術が忠実に伝えられていくというだけではなく，売り物となるレベルの土器を
作るということが至上命令としてあるからということになる。そして，それを規定するのは，土器
製作者ではなく，土器を買い取っていく仲買人である。
　土器製作者たちは，仲買人に買い取ってもらうために，仲買人の注文にしたがって土器を作る。
何人かの製作者たちが，仲間との情報交換はするが土器製作に反映することはない，と話している
のは，製作者の創意工夫を仲買人は求めてはいないということであろう。
（3）大量生産化
　アンドゥオン・ルッサイ村で実際の土器作りを見ていると，チュナン，コームに限ってみても，
実に大量の土器が作りだされていることがわかる。製作者へのインタビューにおいても，1回の焼
成で焼く個数は，土器のサイズや季節にもよるが，少ない人で 70個，多い人で 600～ 700個焼い
ている。この数がいかに多いかは，コンポート州のドムナックチャンバッ村の状況と比べるとわか
る 21）。この村では 1回の焼成個数が，最大でも 100程度であり，アンドゥオン・ルッサイ村で製
作される土器の量的な卓越がわかるであろう。
　実は，このことが，アンドゥオン・ルッサイ村の土器作りの最大の特徴であり，土器の形態の定
型化や無文化などは，土器の大量生産化を達成する過程で生じたものと考えられる。
　さらに，大量生産のために最大 700個くらいまでが 1回で焼成されるということは，それだけ大
量の燃料を投入するということであり，それによって十分な熱量を土器に与えることができる。こ
れが，この村の土器の品質の良さを生み出している理由の 1つとなっている。
　アンドゥオン・ルッサイ村は，土器の大量生産化に成功した村である。この村は，いくつかの文
献で紹介され，今やカンボジアの土器作り村の典型例のようにも言われるが，筆者の結論はそうで
はない。この村は，土器作りに特化した，極めて特殊な村なのである。
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まとめと展望
　先述したように，本調査の問題意識は，型式学に対する考古学的民族誌のアプローチにある。そ
の文脈で言うならば，本稿で示した土器作り村の調査成果は，例えば日本の縄文土器や弥生土器の
分析に適用できるものは何もないように見える。
　確かに，カンボジアの土器作り村の調査で得られた民族誌モデルは，そのまま考古学的現象の解
釈に適用されるものではない。しかし，重視すべきは，むしろ，考古学的データと民族誌事例との
齟齬にあると考える。われわれは考古学的解釈に適用できるモデルを目指すべきではなく，民族誌
データに基づくモデルを解釈のよりどころとなる基準とし，その基準との異同を問題にすべきであ
る。おそらく，そこにしか民族考古学の袋小路から脱し，考古学的現象に新たな次元の解釈を与え
る道筋はないであろう。
　ただ，今回は基礎的なデータの提示を重視したので，そうしたモデル構築とそれを考古学データ
と比較していく作業はこれらからのことである。
　本稿を書くにあたって，以下の方々の協力やご教示を得た。末尾ではあるが，感謝したい。
　明博史（カンボジア伝統陶器復興プロジェクト），岩見晋介（陶芸家，カンボジア伝統陶器復興
プロジェクト），坂下凌哉（南山大学大学院生），Mourn Soheap（Royal University of Fine Arts），
Seng Sonetra（Royal University of Fine Arts），Phon Kaseka（Sub Project Manager of the University 
of Angkor Khemara）
註
1）https://en.wikipedia.org/wiki/Kampong_Chhnang_Province
2）小林知氏によれば，カンボジアの村落には夫婦を単位とした集団概念である「クルゥオサー」と経済的に責任を
共有している「ポントゥック」があるという（小林 2011）。前者は家族，後者が世帯に相当するであろうか。ただし，
筆者の調査では，その区別はしていないので，世帯とした場合には，土器製者とその家族くらいの意味である。
3）明博史氏のご教示による。
4）2014年，2015年の調査では，トランスジェンダーの人物に話を聞いているが，その人物が作るのは工芸品とし
ての陶器である。それについては家族も周囲の人も何ら責めるような発言はなく，自然に受け止めていた。
5）カンボジアの通貨はリエル rielという。為替レートでは 1ドル≒ 4050 Rで，実際には 1ドル＝ 4000 Rで固定し
ている。
6）筆者はこれを製作者公転型の製作と呼んでいる（黒沢 2013）。それに対し，従来の縄文土器・弥生土器製作で想
定されている回転台は，土器を回すので，製作物自転型の技術と呼ぶ。
7）日本とカンボジアと，どちらが土器を作りやすいかと聞くと，答えは日本であった。理由は設備が整っているか
らで，気候とか粘土の質などの問題ではないらしい。
8）その後の聞き取りで，この村へのロクロの導入は，2000年にドイツの技術指導が入ったときになされたことが
明らかになった。
9）ここで言っている「高い」が，原価として高くなるということか，高くて仲買人が買ってくれないという意味な
のかはわからない。しかし，いずれにしても売れないということに変わりはない。
10）後述するように，他の製作者もほとんどが水田をもっている。しかし，コメは自家消費用のものであり，滅多に
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売ることはない。つまり，現金収入はほぼ土器によって得られているのである。
11）ここでもまた COさんの話に食い違いが生じている。2009年 3月のインタビューでは，土器作りを教えたのは
SEさんだけと言っていた。さらに 2008年のときには，多くの人に教えたと言っていた。
12） 1）に同じ。
13）カンボジアの婚後居住は妻方居住が基本だから，結婚すると息子たちは家を出ることになる。そうならないよう
にするためには，息子たちは村内で相手を見つける必要がある。
14）「学校を出たら」というのが，卒業後なのか，放課後なのかはよくわからない。
15） 1）と同じ Khumの一覧表によると，コンポントララチ郡 Srok Kampong Tralachのオウ・ルッサイ区 Khum 
Ou Ruesseiに Phum Kralanhという村がある。はたして，この村のことだろうか。
16）この証言によれば，土器の形は 4世代で変化していないということになる。だが，これには留保が必要であろう。
われわれの質問の意図は，「土器は変化しているか？」というもので，土器自体の変化について聞きたかったので
あるが，この「変化」という言葉の理解の仕方によって解釈に大きな違いが生じるからである。例えば，土器の形
が変化していないという意味であれば，型式変化が起こっていないととることができるが，そうではなく，チュナ
ンやコームという器種の形を作り続けているという意味であれば，形態的な変化が生じていても「変わっていない」
ということになるであろう。そのあたりの微妙なニュアンスは残念ながら伝えきれていない。これは，以下の証言
についても当てはまる。
17）この金額は 4000 Rの誤りであるかもしれない。㉖の CSBさんが行っている値段との違いが大きすぎる。
18）中型のチュナンのサイズからは，これは実は中型ではなくポオン・チャプ・バイである。だとすれば，彼女が小
型と言っているのはコーン・チュナンであることになる。
19）MDさんは自分の作るチュナンはチャプ・バイだと言ったが，チャプ・バイは等級の中で小さい方である。しか
し，MDさんのチュナンは口径 20.5cm，最大径 25cm，高さ 21cmだったので，結果的にはチャプ・バイであった。
20）母―娘間継承の関係は，ロクロを使用した工芸品としての陶器には当てはまらない。ロクロ自体が新しく導入さ
れた技術だということもあり，チュナン，コームを作っている母親のほとんどはロクロを使うことができないから
である。また，母親が土器を作っておらず，自身でチュナンやコームを作ることができない人でも，ロクロを使う
ことはできるようになる。いずれにしても，工芸品としての陶器を作る技術は，母―娘間継承によっては伝わって
いかない。
21）このことは販売方法の違いにも表れている。ドムナクチャンバッ村では，売るときにはバイクに大型のカゴを付
けて売りに行くが，カゴで運ぶ土器の個数は 70～ 80個がふつうである。また，販路もバイクで日帰りできる範囲
の市場に限られている。それに対し，アンドゥオン・ルッサイ村の土器の販売は，ある行商人によれば，大型・中
型のチュナンや火鉢などの場合 900個程度，小型のものであれば 1300個程度だという。これだけ大量の土器をもっ
て，カンボジア中を売り歩くのである。
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